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水田に見られる直通目害虫の見分け方（5）
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(3)Conocephalus"αculatus(LE

Guillou,1841)

ホシササキリ（第28図,if31図c,

第32図C)

日本の暖地，特に伊豆・小笠原・南iﾉq諸

島などの島峨部においてはConoccj)ﾙaJ"sの

優占種となっている。草高の低い草原に多

いが，水田内にもよく進出している。

体色には緑・褐の2型がある。趣は淡褐

色で，前迩は細長く，径脈に沿ってその後

方に数個の亜方形の暗色紋を配列する。こ

の並びの先には，さらに数個の小形不正形
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の暗色紋を配し，ときには中脈の基部後方 第28図ホシササキリ雄（上)，雌（下）（雌は褐色型）

にも数個の暗色小紋がある。これらの暗色

紋が本種の種名の由来となった。前名ヒメササキリは本(4)CO"⑥cephalusgla戯α血s(Redtenbacher,

種が他よりやや小形であることにちなむ。1891）

頭頂突起は背方から見ると前方でやや膨大し，前からオナガササキリ（第29図，第:;i図D,第32図
見た場合には背方に向かって顕著に膨大する。側方からD

では背前方への隆起は低い。頭頂一前胸背の暗褐色部は一名オオササキリというように，日本産Conocゆんα〃s

正中で淡色細線によって二分され，この形質は幼虫にもの最大種である。日当たりのよいススキ原のような環境

存在する。後腿節の腹面は無刺，腿．服節には赤褐色のに好んで棲むが，筆者は1968年9月，対馬において水

点状紋を散らすが前・中脚で顕著，ただし緑色型では不田およびその周辺におびただしい本種が棲息しているの

明りょう。雄の尾角は先端が比較的とがり，内歯は基部を観察した。この水田にはコプノメイガによる被害葉が

が広がる。産卵管は短くて褐色。後迩端は前迩端および目だったが幼虫の姿は無く，調査対象であったイナゴ

産卵管端を少し超えることが普耐。類はまったく見つからなかった。農薬散布後時日を経て

ジィジィジィまたはジリジリジリのように発音するがいないようで，異臭が漂っているにもかかわらず本種は

ウスイ戸ササキリほど長く連続しない。温暖地方では1何事もないように活発に活動していた。この田は偶々山

化性ではないように思える。脚部であったが，平た ん部 の水 田で も本 種の 鳴音 が盛 ん

1）分布であったので同様の状況にあったものと思われる。この

本州(青森県以南）・四国・九州・南西諸島・台湾・朝ように一定の条件下では，本種の水田進入は異例のこと

鮮・中国（華北・華中）・東洋区・エチオピア区。ではないようである。

2）測定本秘の 概観で特徴的なのは，雌では名のごとく体長を

体長：雄13～15mm,雌13～17mm上回る長大な産卵管であり，雄では側方から見た場合発

頭頂～通端長：雄19～26mm,雌:'()～27mm音器あたりにあるピークが他より顕著である。背方から

後腿節長：雄II～13.5mm,雌12～15mm見た場合のこの付近にある最大幅が後方に向かって急に
産卵管長（腹面）：雌7～11mm 狭まる傾向，白茶色，半透明で左右の重なる部分に暗色

NotesfortheIdentificationoi、OrthopteranRice条の現れない前迩，ほとんど後膝あたりに終わる前・後
PestsinPaddyField(5)．ByNaraoFukuhara通端等,々 であろう。また触角は長く，雌雄とも体長の5
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産卵管長（腹面）：雌26～30mm

なお，前述のごとくその他の普通種とし

てはササキリ（第30図，第;ii図E,第

32図E)があるが，これは林縁や林の下

草など薄暗い環境に棲む。やぶ好きである

から他種より高所（地上高）まで上る。色

洲が他とかなり違っていて，顔・前胸背側

部・腿節はやや濃い緑色，触角・後膝・附

節・前遡および後迩の前部はそれぞれ黒褐

色を呈する。頭部は比較的大，遡端は後膝

をやや超え，後迩端は前迩端から少し突出

する。産卵管は褐色で短く，上反し，およ

そ通端近くに終わる。

チキチキチキチキと連続して発音する。

幼虫は暗紅色を呈し，脚は黒色，後腿節に

淡黄色環を装う。分布は，関東以南．沖

縄・台湾・中国・東アジア執苦,､､､'r行。

､篭

罰竿1，露

第29図オナカササキリ雌（上)，雄（下）
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第30図ササキリ雌（上)，雄（下）

倍に達し，体の大きさの雌雄差は顕著である。標本,第32図A～Eは乾燥標本をKOH処理後グリセ

ほとんどの個体は緑色型であるが，少数の雌には褐色リン浸漬，第32図Fは殺虫直後。いずれも筆者原図，

型がある。頭頂突起は背方から見るとI幅広く，前方に向全形写真の倍率は，第28．30図は2.1×’第29図は

かいややしゃもじ状に広がり，前縁は円い。側方から見1．5×・

ると前背方に向かう隆起がかなり強い。雄の尾角の内歯
引用文献＊

は基部で強く'|'同広くなり，その先端は針状にとがる。

鳴音はジリッ・ジリッ・ジリッというふうで，区切っI.イナゴ類関係
て発音する。
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第32図雄の腹端部4 1ペ ージ ）

A:コバネササキリB:ウスイロササキリC:ホシササキリD:オナガササキリE:ササキリ
F:ホシササキリ（倍率不定)．

枝番号1:背面,I':後面,1":後腹面,2:左側面,3:titillator(形態学的にはepiphallus),3':右
titillator内側面,3":右titillator腹面3'．3"は拡大)．
Cer:尾角,Cb:cerealbasipodite,Tt:titillator,Atix～x：腹部第9～10背板,Astvni:腹部第8腹
板,Ep:epiproct,Pp:paraproct,PI:phalliclobes,Sgp:亜生殖板（生殖下板),St:stylus.
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高野秀三・柳原政之（1934)：台湾甘簾害虫目録，台湾総督府糖
業試験所，台南,pp.61+vii+xviiiH-iii.

（1937)：台湾総督府糖業試験所特別報告
(2):pp.xiii+311,18pis.,pp・xx・

Zimmerman,E,C・(1948):InsectsofHawaii2,University
ofHawaiiPress,Honolulu,pp、73～158.

〔追記〕

（1）もしかしたらハネナガイナゴが勢力をばん回し

つつある徴候かもしれない事実がある。1)農業技術研

究所宮崎昌久氏の屋久島（1982年10月19～23日）

の採集品に，ハネナガイナゴの雄7頭，雌8頭が含まれ

ていた。これに対してタイワンハネナガイナゴは，雄3

頭，雌1頭で，サンプルとして多くはないが，20年前

の状況とは逆転が見られる。そしてその他のイナゴは皆

無であった。2）農業技術研究所（当時）梅谷献二氏が

中国の広州の水田(1982年6月28日）で大量に発生

していたイナゴを採集したところ，ハネナガイナゴの新

鮮な成虫（雄2頭，雌1頭）であった。また，最近同氏

(農業研究センター）は訪れた西マレーシアの各地でイ

ナゴの多発を認めたが,AlorStar(1984年7月20日

ごろ）の水田で採集した雄2頭，雌2頭は全部ハネナガ

イナゴであった。いずれもサンプルは少ないが，発生し

ていた主勢力が本種であったと考えてよいであろう。

（2）日本のクサキリ類の異端者,Ba"zα伽r”Jα

(Walker,1869)コウトウフトササキリ（松村,1931)・

フトササキリ（素木,1932)は基産地がハワイのオアフ

島であるが，紅頭喚（現在の蘭喚)，小笠原，琉球（？）

の記録がある。Ba"zαはハワイなど太平洋の島峨に特

異的に分布している一群で，比較的小形でずんぐりして

いる。クサキリの仲間であるから頭部は円すい形にとが

り，顔面(frons)が著しく傾斜しているが頭頂突起の前

縁は円弧状である。趣の発達が悪くて腹端を露出するも

のが多く，長いものでもようやく後膝に至る程度で，産

卵管は短い剣状。標記の種は，通端が腹端ないしはそれ

より前方(特に雌では)に終わる。体長約20mm,frons

は黒褐色，産卵管長は約11mm・

和名の一つフトササキリは松村(1931)により，台湾

産種X枇城ongigα"〃"mMats,etShir.,1908の改称

名として先取されているが原記載ではO-sasakiriとな

っている。一方,O-sasakiriは同じ論文中でX.gﾉadia-

”"zのTrivialnameにも充てられており，著者はこれ

に気づいたらしく前者の和名をTaiwan-o-sasakiriと

改称すべく，三宅恒方氏に贈呈された論文別刷には，素

木博士の筆跡で"Taiwan"が加筆されている。

(3)Yokohamaをtype-localityとする2種につい

て。Karny(1907)のRevisioConocephalidarumに

は,Yokohamaを基産地とする2新種が書かれている。

1種は本誌37（6）：266に紹介したら酒0‘O”んashi-

γαルガであり，他の1種はx枇城onpuleﾙr"mである。

前者はただ1頭の雄の標本で記載された種で，色や前

胸背は，むしろXest叩ﾙ郡に似ている。頭頂突起の形

状は砂rgoco卯ﾙαのようでもあるが,P.formosα"αカ

ヤキリモドキのそれとはあまり似ていない。いくつかの

部分の計測値や腿節の小刺の数などから追っていって

も，一般に知られている邦産種とは合わない。やはり本

種シラキカヤキリモドキ（仮称）は独特の種であるらし

い。

x枇城onpuleﾙｱ邸加は複数の雄の標本で記載された種

であるが，基本的な部分についてはα"0岬ﾙα此＄ノ叩｡‐

"伽sコパネササキリの特徴と一致すると判断されるの

で，これの異名とみなしておそらく誤りはないと思われ

る。

（4）高野・柳原(1934,1937),素木(1937)は,台

湾におけるサトウキビ害虫としてクビキリバッタモド

キXest叩hぴsル0γ〃“〃を挙げている。高野・柳原(1937)

は記載に図を伴い台湾と奄美大島に分布するとした

が，これはシプイロカヤキリモドキx.jaUα"伽sのよ

うに考えられる。したがって台湾は後種の分布域に含め

られるべきであろう（本誌37（6）：266参照)。なお高

野・柳原が分布地として挙げた奄美大島は，おそらく素

木（1932）からの引用であろう。

（5）クサキリの一種Conocepんαlusinteγγ叩如sWal-

ker,1869は北インド，東インドおよび日本に分布する

といわれる。Karny(1906)は本種を，他のクサキリ，

クピキリ類と同じくCり"0岬ﾙalot血に含め,cb""妙ルー

α加伽岬β""isRedtenbacher,1891を本種の異名

とした。Karny(1912)ではそのままHbmoγ"oりゆﾙ“

に移し,Hukusima(1956)はこれを引用している。

Redtenbacher(1891)はC.inte"叩“には触れなか

ったが,c・伽岬e"姉（東インドおよびヒマラヤ産）を

同様の頭頂突起を有するC.d"‘伽（日本産および産地

不明）と比較し，後者では産卵管長が後腿節長とほぼ同

長であるのに，前者では非常に長い（産卵管長30mm,

後腿節長21mm)ことを区別点として挙げた。

（6）前報（本誌37(11):498)で,Kevan(1982)

の引用に関して正しくない箇所があったので訂正する。

すなわち，原著のStenopelmatidaeに対してカマド

ウマ科を充てたのはまぎれもなく誤りで，この和名は，

Stenopelmatoideaの次に挿入されるべきRhaphido-

phoroideaのRhaphidophoridaeに適用されなければな

らない。したがってStenopelmatoideaはコロギス上科
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水田に見られる直通目害虫の見分け方（5） 577

と,Rhaphidophroideaはカマドウマ上科と呼ばれるの

が自然であろう。なお，ここでいうStenopelmatidae

はわが国には産しない。

（7）日本では直通類に関する普及・解説書は非常に

少ないが，この20年間では，大阪市立自然史博物館か

ら次のような刊行物が同館の日浦勇氏を中心にまとめ

られている。いずれも巧承な図が多用されていてわかり

やすい。

1）鳴く虫pp.12(1964)

2）新版鳴く虫pp.88(1978)

3)NatureStudy24(10):2～10(1978)

4）日本の直通類pp.101(1983)

そのほかに，加納康嗣ほか(1982):鳴く虫たち保育

社，小林正明（1981）：信州の秋に鳴く虫とそのなかま

信濃教育会出版部は，平易な記述，図解，生態ノートな

どが優れている。

これらは,既刊の図鑑類を補完する役割も相当に果た

す も の と 考 え ら れ る 。 （ お わ り ）

〔正誤〕

植物防疫蹄(12):572.第9図の説明で,FA,Bは

腹方で融合する」を「IX,xは腹方で融合する」と訂

正。

同37（6）：266．左段本文の下から4行目,[Homo-

“岬加s｣を「Homoroc･ぴ，伽s」に訂正。

同37(11):498.右段上から13行目の「オオズカ

ヤモリ族」を「オオズカヤキリ族」に訂正。

同37（11）：502．右段上から16行目の「全形写真

は同一倍率」を「全形写真の倍率は,第25図は2.2×’

第26図は2．4×’第27図は2．0×」に訂正。

農

本会発行図書

林害虫名鑑
日本応用動物昆虫学会監修

3,㈹0円送料別0円A5判本文307ページビニール表紙

日本応用動物昆虫学会の企画により，45名の専門家が分担精検して，農林関係の重要害虫2,215種を収録し

た名鑑である。既刊の「農林病害虫名鑑（昭和40年)」を改訂し，編集に新しい工夫がこらされている。第1

部では系統分類的に重要害虫（学名・和名・英名）がリストアップされ，第2部では農作物・果樹・花弁・

林木・養蚕・貯蔵食品・繊維など225に分けそれぞれの害虫が示され，第3部は完壁な索引である。簡明，便

利，かつ信頼して使える害虫名鑑であり，植物防疫の関係者にとって必携の書である。

本会発行新刊 資 料

昭和59年度‘‘主要病害虫（除草剤は主要作物）に適用のある登録農薬一覧表，，

農林水産省農薬検査所監修

1，剛円送料300円

B4判127ページ

昭和59年9月30日現在，当該病害虫（除草剤は主要作物）に適用のある登録農薬をすべて網羅した一覧

表で，殺菌剤は索引と稲，麦類・雑穀，いも類，豆類，野菜,果樹,特用作物,花弁,芝・牧草・林木につい

て25表，殺虫剤は索引と稲，麦類・雑穀，いも類，豆類，うり科野菜,なす科野菜,あぶらな科野菜,他の

野菜，果樹，特用作物，花弁・芝，林木・樹木，牧草について49表，除草剤は索引と水稲，陸稲・麦類・

雑穀・豆類・いも類・特用作物・芝・牧草，野菜・花升，果樹，林業について5表にまとめたもの。
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